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教
育
振
興
室 

 
 
 

 

室
長 

関 
 

稔 
       

今
年
度
の
教
育
振
興
室
は
、

新
進
気
鋭
の
若
者
と
超
ベ
テ
ラ

ン
の
十
名
で
活
動
を
推
進
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

活
動
内
容
は
、
生
涯
学
習
事

業
と
家
庭
教
育
事
業
で
す
。
二

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
計

画
を
立
案
し
て
、
実
施
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

■ 

山
な
み
編
集
室 

 
 
 

室
長 

星
野 

和
彦 

      

二
年
間
の
役
員
任
期
が
ま
た

始
ま
り
ま
す
。
今
年
度
か
ら
、

山
な
み
編
集
室
の
室
員
人
数
が

倍
増
し
ま
し
た
。
紙
面
の
み
で

な
く
、
北
条
ネ
ッ
ト
の
山
な
み

ウ
ェ
ブ
版
に
も
取
り
組
み
、
更

に
北
条
中
生
徒
会
と
の
協
同
。

内
容
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

■ 

安
全
対
策
室 

 
 
 

室
長 

吉
川 

公
一 

       

今
年
度
は
、
空
き
民
家
を
お

借
り
し
て
交
流
活
動
拠
点
を
整

備
し
ま
す
。
ま
た
、
バ
ス
旅
行

も
兼
ね
て
藤
沢
市
六
会
地
区
を

訪
問
す
る
大
交
流
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。 

 

■ 

ふ
れ
あ
い
推
進
室 

 
 
 

室
長 

品
田 

純
子 

       

ふ
れ
あ
い
推
進
室
で
は
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
運
営
し
、

地
域
住
民
の
親
睦
を
深
め
る
お

手
伝
い
を
し
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ま

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
地
域
の

絆
を
更
に
深
い
も
の
に
し
て
い

け
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

   

総
代
会
連
絡
協
議
会 

 
 
 

会
長 

瀬
下 

好
一 

       

ま
ず
、
こ
の
度
の
東
日
本
大

震
災
で
被
災
さ
れ
ま
し
た
方
々

に
対
し
、
謹
ん
で
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。
一
日
も
早
い
復

旧
・
復
興
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
、
少
し
で
も
支
援
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

四
月
の
総
代
会
役
員
改
選
に

お
い
て
会
長
に
選
任
さ
れ
、
重

責
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
誠
心
誠

意
努
力
す
る
所
存
で
す
。 

 

新
年
度
も
、
地
域
に
数
多
く

の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
運
営
に

あ
た
っ
て
は
、
総
代
各
位
の
一

層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。 

       

こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
で

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
皆
さ

ま
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。 

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
心

か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
、
一

日
も
早
く
平
穏
な
日
が
訪
れ
ま

す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

さ
て
、
平
成
二
十
三
年
度
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
の
改
選
期

に
当
た
り
ま
し
た
。
私
も
会
長

職
が
長
く
な
り
ま
し
た
の
で
続

投
は
固
く
ご
辞
退
申
し
上
げ
た

の
で
す
が
、
常
任
委
員
会
で
再

選
さ
れ
、
ま
た
こ
の
席
に
名
を

連
ね
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
度
は
私
を
補
佐
し
て
く
だ

さ
る
有
能
な
二
名
の
副
会
長
も

新
た
に
決
ま
り
ま
し
た
。 

      

 
運
営
方
針
は
別
紙
を
ご
覧
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

今
年
度
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員

が
総
力
を
上
げ
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。 

地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、
地
区

民
総
参
加
に
よ
る
ふ
る
さ
と
北

条
づ
く
り
の
た
め
に
積
極
的
な

参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

 
 

 

           

(１) 平成 23 年５月５日発行             山   な   み                               第 390 号

ふ れ あ い と 福 祉 の ま ち 北 条 
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第 390 号                               山   な   み             平成 23 年５月５日発行 (２) 

ま ち づ く り は 生 涯 学 習 か ら 

－ 平成２２年度事業経過報告 － 

 
  地域の防災力向上を目指し、平成２２年度も防災科学技術研究所と共同プロジェクトを立ち上

げ、「防災マップの作成」、「災害救援ボランティア受入訓練」、「広域疎開訓練」、「市民レポーター

養成講座」などの諸事業に積極的に取り組んでまいりました。また、中越大震災被災後、４年に１

回実施することになった北条地区総合防災訓練（第１回は１８年に実施）の開催年に当たりました。

平日の就学中に大地震が発生したと想定し、児童生徒の避難行動と安否確認、地域との情報連携、

児童生徒の保護者及び地域への引渡し訓練などを重点的に行いました。 

この児童･生徒引渡し訓練の様子をシナリオにして、「第１回 地域発・防災ラジオドラマコンテ

スト・脚本部門」に応募した結果、優秀賞を受賞することができました。そして、この作品は２月

の「スノーフェスタ in 北条」のステージで北条小学校児童が堂々と発表してくれました。「北条」

という絆の中で、学校・地域がより安全な防災システムを築くための第一歩を踏み出すことができ

ました。 

防災活動についてはこれまで数々の賞をいただいてまいりましたが、昨年の 9月２日にはこの上

ない最高の賞であります「平成２２年 防災功労者 内閣総理大臣表彰」をいただくことができまし

た。これも、地域の皆さまの防災活動へのご理解とご協力の賜物と心より感謝申し上げます。 

一方、3 月１１日、東北地方で発生した災害は、地震・津波・土砂災害、そして原子力災害が同

時に発生した巨大複合災害です。この世のものとは思えない被害の惨状に国民は心を痛め、被災者

の健康・安全と一刻も早い復旧・復興を願わんばかりです。柏崎原発を抱える私たちにとっては他

人事ではありません。行政をも瞬時に崩壊するという過酷な現実を見せ付けられた今、最後に頼れ

るのは地域社会、人々の絆です。今後も災害に強い地域づくり、安心して暮らせる福祉の地域づく

りを推進してまいります。 

 

  大河ドラマ「龍馬伝」に登場した最後の幕臣勝海舟。教育振興室は、その勝海舟のルーツとなる

曾祖父が米山検校であることを全国に広くアピールするため、長鳥地区内に点在する史跡・名所等

をネットワーク化した「長鳥いにしえロード」を創出しました。併せて、案内・説明看板の設置と

リーフレットを作成。１０月３１日（日）には、ＪＲ東日本との共催で「駅からハイキング 長鳥

いにしえロード」を実施しました。訪れた観光客には、盲人という障害を克服、自立し、飢饉に苦

しむふるさと長鳥村を救った検校の生き方はもちろん、人の優しさ、長鳥の魅力を知っていただく

絶好の機会となりました。 

地域の皆さまには「北条毛利いにしえロード」と「長鳥いにしえロード」のリーフレットをセッ

トにして近々配布させていただきます。先人の偉業と遺徳が北条の歴史に秘められており、私たち

のふるさと北条を誇りにしていただくことを願っております。 

 

 コミュニティ活動の原点というべき地区民のふるさと愛、助け合い、信頼、絆を醸成する代表的

事業の体育祭、コミュニティ祭り、スノーフェスタほか、親睦旅行、民謡流し、館内清掃など一連

の大事業を担ってくれたのは「ふれあい推進室」でした。組織のスリム化に伴い、室員１９名とい

う大所帯になったものの一室の負担は大きいものでしたが、室員が総力を上げて取り組んでくれま

した。組織の見直しは今後検討してまいります。 

 

 「山なみ編集室」は市民レポーター養成講座に参加し、取材の仕方、記事の書き方等を学び、よ

り地域に根ざした記事を提供する努力をしてまいりました。 

 

  「暖暖」については前年度の反省を踏まえ、事業領域に添うよう組織体制を強化し、健全な経営

の実現を目指してまいりましたが、スタッフの交替が目立ち、結局思うような活動ができませんで

した。「つららなす」についても、施肥管理の失敗と天候不順が重なり、８００本植えた共同圃場

が全滅状態でした。いずれにしても、両者が採算ペースとれるようになるには先の長い話になりま

すが、北条の福祉・地域振興の観点からは欠かせないものです。 

また、「暖暖」と「つららなすの会」は、平成２１年度より「特別事業部」として一般事業推進

室と同列に位置付けましたが、新年度からは「特別事業部」の呼称を「住民起業室」と改称し、活

動の伸展を図りたいと考えます。 



平成22年度 北条地区コミュニティ振興協議会決算書

１　歳　　入 　　　　　　　　　　　　　　　　 　(単位:円)

予算額 決算額 増減 　摘　　　要

1 3,697,200 3,697,200 0 年会費3,600円×1,027戸

2 4,148,000 4,151,000 3,000 センター長報酬・主事給与・共済費

3 258,000 258,000 0 警備・清掃補助金21,500円（月）

4 650,000 574,000 △ 76,000 市コミ活動推進事業補助金

5 250,000 271,500 21,500 ソロバン教室・習字教室・総代会ほか

6 50,000 88,379 38,379 印刷収入、預金利子ほか

7 0 0 0

8 247,612 247,612 0

9,300,812 9,287,691 △ 13,121

２　歳　　出 　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位:円）

予算額 決算額 増減 摘　　　要

1 管理費 7,499,000 7,398,169 △ 100,831

1 報酬 974,000 974,000 0 センター長、会長、副会長

2 給与 3,252,000 3,252,000 0 主事２名

3 共済費 490,000 491,465 1,465 社会保険料、雇用保険、労災保険、退職金掛金ほか

4 委託料 416,000 423,800 7,800 セコム13,650円（月）、清掃委託料（2人）

5 賃金 288,000 325,500 37,500 除雪、除草、冬囲と撤去、事務局、事務局補助ほか

6 旅費 50,000 40,750 △ 9,250 主事交通費、事務局旅費

7 渉外費 150,000 116,250 △ 33,750 各種会費・お祝い、職員研修費、広告料

8 需用費 270,000 242,512 △ 27,488 コピーカウンター、印刷・一般消耗等

9 光熱水費 350,000 352,866 2,866 電気・ガス・水道・燃料費の4割（6割は市負担）

10 電話料 120,000 112,039 △ 7,961 電話・プロバイダー料の4割（6割は市負担）

11 郵便料 20,000 27,212 7,212 切手、ハガキ、送料

12 備品費 0 0 0

13 営繕費 30,000 17,144 △ 12,856 館内照明器具、水道管修繕

14 原材料費 30,000 9,490 △ 20,510 事務所棚板、冬囲い縄

15 負担金 20,000 20,000 0 市コミュニティ推進協議会負担金

16 会議費 60,000 13,719 △ 46,281 総会、常任委員会ほか

17 費用弁償 544,000 564,000 20,000 室長、副室長、委嘱委員、監査、職員手当

18 賃借料 315,000 304,120 △ 10,880 リース（コピー・リソー）、地代、車輌借上げ料

19 雑費 120,000 111,302 △ 8,698 新聞、ダスキン、清掃用品、お茶ほか日用雑貨等

2 事業費 1,750,000 1,640,366 △ 109,634

1 一般事業推進室 1,320,000 1,214,116 △ 105,884

① ふれあい推進室 570,000 511,151 △ 58,849 体育祭、民謡流し、親睦旅行、スノーフェスタ、館内清掃

② 教育振興室 600,000 618,941 18,941 長鳥いにしえロード関連事業（マップ・看板・ハイキング）

③ 山なみ編集室 120,000 67,200 △ 52,800 山なみ用紙ほか

④ 雑費 30,000 16,824 △ 13,176 印刷用品、会議費

2 特別事業部 230,000 226,250 △ 3,750

① 暖暖 160,000 156,250 △ 3,750 暖暖家賃及び地代

② つららなすの会 70,000 70,000 0 活動補助

3 安全対策室 200,000 200,000 0 第2回北条地区防災訓練

3 予備費 51,812 165,354 113,542 総理大臣表彰（受賞旅費・祝賀会補助）、香典ほか

4 次期繰越金 0 83,802 83,802

9,300,812 9,287,691 △ 13,121

平成23年度への繰越額 83,802 円

予算執行は適正にして計数は正確であり、相違ないものと認めました。

会計監査員 荒　川　満　彦

会計監査員 和　田　信　彦

事業補助金

使用料

雑収入

　費　　目

会費

管理運営事業補助金

管理補助金

平成23年4月　　日

特別会計繰入金

前期繰越金

　費　　目

合計

合計

印刷 決算書
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(３) 平成 23年５月５日発行             山   な   み                              第 390号

ふ れ あ い と 福 祉 の ま ち 北 条 



 
第 390 号                               山   な   み             平成 23 年５月５日発行 (４) 

ま ち づ く り は 生 涯 学 習 か ら 

－ 平成２３年度運営方針 －
 

１ 運営方針 
 ３月１１日、東北から関東を中心に襲った東日本大震災。地震、津波、原発事故と複数の要因が
重なる「想定外の事態」はいまだ被害が収束する気配もなく、国家的危機とも言われています。 
 中越大震災と中越沖地震を被災した私たちは、当たり前の生活がいかに幸せなことかを痛感し、
災害に負けない強いふるさとづくりへの道を一歩ずつ前進してまいりました。しかし、その比では
ない惨状に、命ある私たちが「今できること」を考えないではいられない毎日です。  

この大震災は柏崎地域のイベントなどの開催にも大きな影響を与えていますが、北条地区として
は普段通りの活動を行うことが大切と考え、体育祭やコミュニティ祭りなど例年実施しているイベ
ントは開催いたします。その他の一般事業推進室の活動についても新規事業に取り組むことよりも、
事業内容の精査充実に努めてまいります。 
 

安全対策室では、防災マップと最低限の災害時対応マニュアルを記載した「北条版下敷き」を作
成して全戸に配布し、住民の安心・安全に寄与する予定でしたが、このたびの震災を受け、地域の
防災計画や災害対策本部の組織体制など、抜本的な見直しが必要となりました。 

また、防災グリーンツーリズムによる平時の地域間交流と災害時の相互援助（疎開の受け入れ）
を組み合わせたネットワークづくりの実証実験として、２年前から藤沢市六会とつくば市民レポー
ターの皆さんと交流してまいりました。いわゆる第２のふるさとづくりですが、このたびの震災で
疎開先のない被災者をみて、普段から顔の見える関係づくりがいかに大切かを強く感じました。た
だ、この２年間は限定された人たちの交流にとどまっておりましたが、今後は地域間交流の文字通
り、地域をあげての交流を目指したいと思います。併せて、その活動拠点となる施設の整備（宿泊
及び研修等）にも取り組んでまいります。 

市民レポーター編集会議については、「山なみ」の取材・編集をサポートすることを一つの 
の目的として設立しました。そして、身近な生活情報やイベント、各町内会から広く情報を収集し、
それぞれの取り組みを共有してまいりましたが、今年度は山なみ編集室と統合を図り、「山なみ」に
スペースの制約から掲載できない記事は北条ネットに掲載し、ネットを通じて全国に情報発信して
まいります。また、北条中学校生徒会にも呼びかけ、北条ネットを活かした学校内と地域との交流
も進めてまいります。 

「暖暖」と「つららなすの会」については、経営という視点から、自立型の組織体制をとってま
いりましたが、人材不足も含め、課題が山積しております。今年度も一つひとつの課題をクリアし
ながら、両者の理念実現に向けて取り組んでまいります。また、名称を「特別事業部」から「住民
起業室」と改称いたします。 
 

２ 活動計画  
（１）一般事業推進室 

① ふれあい推進室 
ア 第３９回地区民親睦体育祭の開催 ６月１２日（日） 
イ ぎおん柏崎祭り民謡流しへの参加 ７月２４日（日） 
ウ 民謡流し踊り講習会の開催２回 7 月１１日（月）・７月１８日（月）予定 
エ 地区民親睦バス旅行 → 防災グリーンツーリズム事業へ 
オ 第３２回コミュニティ祭り １０月１６日（日） 
カ スノーフェスタ in 北条 ２月５日（日） 
キ センター一斉清掃２回 ８月６日（土）・１２月１７日（土） 

② 教育振興室（地域コミュニティ活動推進事業導入） 
ア 生涯学習事業（長鳥いにしえロードハイキング） 
イ 家庭教育事業 

③ 山なみ編集室 
ア コミュニティ広報誌「山なみ」の発行（毎月編集会議・打ち込み・印刷・配布） 
イ 北条ネットによる「山なみ」ウェブ版の発行（随時更新） 

北条中学校生徒会の北条ネットへの参加 
④ 安全対策室（地域コミュニティ活動推進事業導入） 
ア 地域防災計画及び災害対策本部組織体制の見直し 
イ 防災グリーンツーリズム：地域間交流(交流先：藤沢市に一泊) 
ウ 防災グリーンツーリズム：交流活動拠点施設の整備：空き家借用 
エ 学校の防災訓練等支援 

（２）住民起業室 
① 「暖暖」… 暖暖の魅力づくり（社会福祉協議会事業費導入） 
ア スタッフスキルアップ講座 
イ 宅配弁当利用者との交流（年２回くらい） 

コミュニティを会場に食事会を開催し、意見交換及びお楽しみ会の開催 
② 「つららなすの会」 
ア ２３年度の栽培数 

共同圃場４００本（小島字前田１１ａ）：個人（４人）栽培２００本 
イ 組織・体制づくりの強化 
ウ 地元及び首都圏への営業活動の推進 
エ ２次製品（加工品）の開発 
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　　　　　　　　　　　　　　　　 　(単位:円)

本年度予算額 前年度予算額 増減 　摘　　　要

1 3,675,600 3,697,200 △ 21,600 年会費3,600円×1,021戸(前年度より6戸減)

2 4,161,000 4,148,000 13,000 センター長報酬、主事給与、共済費

3 258,000 258,000 0 警備・清掃補助金（月21,500円×12月）

4 650,000 650,000 0 市コミ活動推進事業費

5 230,000 250,000 △ 20,000 ソロバン教室、習字教室、総代会、会場使用料、わたあめ

6 50,000 50,000 0 印刷収入、預金利子、視察謝礼ほか

7 300,000 0 300,000

8 83,802 247,612 △ 163,810

9,408,402 9,300,812 107,590

　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位:円）

本年度予算額 前年度予算額 増減 摘　　　要

1 管理費 7,701,000 7,499,000 202,000

1 報酬 1,024,000 974,000 50,000 センター長、会長、副会長

2 給与 3,252,000 3,252,000 0 主事２人

3 共済費 495,000 490,000 5,000 社会保険料、労働保険料、退職掛金、手数料ほか

4 委託料 425,000 416,000 9,000 警備委託料セコム、清掃委託料２人

5 賃金 300,000 288,000 12,000 除雪、除草、冬囲・撤去、事務局、事務局補助

6 旅費 90,000 50,000 40,000 主事交通費、事務局旅費ほか

7 渉外費 150,000 150,000 0 各種会費、各種祝い、広告、研修費

8 需用費 270,000 270,000 0 コピーカウンター料、印刷用品ほか消耗品

9 光熱水費 360,000 350,000 10,000 電気、ガス、水道、燃料費（実績の４割負担）

10 電話料 120,000 120,000 0 電話・プロバイダー料：実績の４割負担　　

11 郵便料 20,000 20,000 0 切手・ハガキ

12 備品費 40,000 0 40,000 プリンター

13 営繕費 30,000 30,000 0 館内照明器具ほか

14 原材料費 30,000 30,000 0 冬囲い縄・杭ほか

15 負担金 20,000 20,000 0 市コミュニティ推進協議会負担金

16 会議費 50,000 60,000 △ 10,000 総会、常任委員会、役員会

17 費用弁償 590,000 544,000 46,000 室長、副室長、委嘱委員、事務局特別手当、監査

18 賃借料 315,000 315,000 0 リース（コピー・リソー）、地代、車両借上料

19 雑費 120,000 120,000 0 新聞代、ダスキン・お茶、清掃用品、日用雑貨ほか

2 事業費 1,590,000 1,750,000 △ 160,000

1 一般推進事業室 1,430,000 1,520,000 △ 90,000

① ふれあい推進室 520,000 570,000 △ 50,000 体育祭、民謡流、コミ祭り、スノーフェスタ、清掃

② 教育振興室 120,000 600,000 △ 480,000 生涯学習講座・家庭教育講座

③ 山なみ編集室 220,000 120,000 100,000 紙、印刷代、山なみweb版

④ 安全対策室 550,000 200,000 350,000 防災グリーンツーリズム（地域間交流・施設整備）ほか

⑤ 雑費 20,000 30,000 △ 10,000 印刷インク、会議費ほか

2 住民起業室 160,000 230,000 △ 70,000

① 暖暖 160,000 160,000 0 家賃（3/10年目）、地代

② つららなす 0 70,000 △ 70,000

3 予備費 117,402 51,812 65,590

4 次期繰越金 0 0

9,408,402 9,300,812 107,590

２　歳　　出

１　歳　　入

　費　　目

合　計

特別会計繰入金

雑収入

　費　　目

会費

前期繰越金

合　計

平成２３年度　北条地区コミュニティ振興協議会予算書

事業補助金

使用料

管理運営事業補助金

管理補助金
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◎／室長　○／副室長　常／常任委員　兼／兼任

役職・専門室 氏　　　　名 所属等 役職・専門室 氏　　　　名 所属等

会 長 常 江　尻　東　磨 町　内　推　薦 ◎常 星　野　和　彦 コ　ミ　委　嘱

常 小  暮  臣  之 コ　ミ　委　嘱 ○常 村　山　秀　雄 コ　ミ　委　嘱

常 神　林　浩　二 つららなすの会 五十嵐　禮治郎 老 人 ク ラ ブ

木　村　健　治 町　内　会　長 伊　部　秀　男 コ　ミ　委　嘱

荒　川　満　彦 商　工　会　長 千　葉　重　範 コ　ミ　委　嘱

神　林　良　定 セ ン タ ー 長 久　我　康　幸 町　内　推　薦

戸　田　洋　子 主　　　　　事 木　村　三代子 コ　ミ　委　嘱

森　山　富美子 主　　　　　事 池　田　きみ子 町　内　推　薦

◎常 関　　　　　稔 町　内　推　薦 ◎常 吉　川　公　一 コ　ミ　委　嘱

○常 桐　沢　有　里 町　内　推　薦 〇常 伊　部　勝　彦 コ　ミ　委　嘱

三　宮　直　人 コ　ミ　委　嘱 佐　藤　　　勝 交 通 安全 協会

丸　山　智　子 コ　ミ　委　嘱 室　賀　則　顕 体　育　協　会

池　田　敏　夫 民 生 委 員 会 桑　原　隆　行 北 中 Ｐ Ｔ Ａ

石　川　進　一 町　内　推　薦 木　村　　永　 コ　ミ　委　嘱

村　山　興　治 町　内　推　薦 渡　辺　吉　太 町　内　推　薦

鬼　山　吉　市 町　内　推　薦 山　上　　孝　 町　内　推　薦

辻　野　紀代子 町　内　推　薦 真　貝　重　昭 町　内　推　薦

馬　場　　敦　 北 小 Ｐ Ｔ Ａ ◎常 神　林　良　定 つららなすの会

◎常 品　田　純　子 町　内　推　薦 〇常 神　林　浩　二 つららなすの会

〇常 丸　山　けい子 コ　ミ　委　嘱 ◎常 中　川　ナツ子 暖　　　　　暖

〇常 庭　山　　　宏 コ　ミ　委　嘱 常 長谷川　敏　雄 町　内　会　長

寺　沢　育　子 コ　ミ　委　嘱 常 和　田　信　彦 町　内　会　長

小　竹　きよい サークル・団体 常 堀　田　健　蔵 町　内　会　長

笠　原　博　光 町　内　推　薦 常 真　貝　順　一 町　内　会　長

伊　平　直　樹 町　内　推　薦 兼 江　尻　東　磨 町　内　会　長

岡　島　徳　保 町　内　推　薦 斎　喜　和　彦 北 条 小 学 校

重　野　政　敏 町　内　推　薦 藤　林　壽　一 北 条 中 学 校

五十嵐　清　子 町　内　推　薦 荒　川　満　彦 北 条 商 工 会

佐　藤　静　男 町　内　推　薦 高　橋　正　之 農　　　　　協

小　黒　久　子 町　内　推　薦 新　沢　　　聡 北 条 郵 便 局

石　川　春　幸 広 田 郵 便 局

村　山　隆　一 消　防　分　団

一
般
事
業
推
進
室
員
を
兼
ね
な
い
委
員

副 会 長

ふ
れ
あ
い
推
進
室

山
な
み
編
集
室

安
全
対
策
室

平成２３年度コミュニティ役員一覧

会 計 監 査

事 務 局

教
育
振
興
室

住
民
起
業
室
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平成２３年度 北条地区各種団体名簿一覧 

地
域
の
た
め
に
働
い
て 

く
だ
さ
る
方
々
で
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

町内会名 氏　名

南　条 星野　栄子

南　条 関　 　敏子

南　条 本間　洋子

南　条 相村　恒子

四日町 真貝　綾子

家　近 入沢　良一

東　条 吉田 　ミヨ

小　島 江部　静子

山　澗 荒川　信子

旧広田 田村　和子

旧広田 小黒　久子

大広田 神林　昭子

山　本 真貝二二子

岩之入 中川ナツ子

今　熊 笠原テルエ

食生活改善推進員

町内会名 役職 氏　　名

南　条 副 会 長 佐藤  重孝

十日市 木村　健治

鹿　島 田中　時夫

赤　尾 事 務 局 伊平  辰栄

四日町 柳  　尚武

荒　町 和田  信彦

家　近 持田　繁義

深　沢 堀田　健蔵

東　条 品田　勇雄

小　島 新野　一成

山　澗 五十嵐　修

旧広田 佐藤  八郎

大広田 長谷川敏雄

山　本 真貝　順一

中　村 会 長 瀬下　好一

鼻　岳 宮山今朝雄

岩之入 池田　俊明

大角間 渡辺　　忍

峠 室賀　則顕

吉井黒川 江尻　東磨

杉　平 鬼山　順一

町内会長

町内会名 役職 氏　　名

南　条 副 地 区 長 清水　一幸

南　条 評 議 員 関　　英一

十日市 会 計 監 査 木村　正延

鹿　島 評 議 員 田中　義一

赤　尾 評 議 員 大橋喜美夫

四日町 評 議 員 岡島　徳保

四日町 評 議 員 山崎　吉一

四日町 顧 問 加藤　清蔵

荒　町 評 議 員 栗原　正男

家　近 評 議 員 加藤  善一

深　沢 評 議 員 持田　保英

小　島 評 議 員 川口　雅千

東　条 評 議 員 小林  賢一

山　澗 評 議 員 荒川子一郎

旧広田 副 地 区 長 小林　益栄

大広田 会 計 栗原　博義

大広田 会 計 監 査 村山不二男

山　本 副 地 区 長 真貝　敏夫

中　村 地 区 長 佐藤　　勝

鼻　岳 評 議 員 伊部　洋文

岩之入 評 議 員 長原    弘

杉　平 副 地 区 長 真貝　真一

大角間 評 議 員 間島　久夫

峠黒川 評 議 員 室賀　則顕

交通安全協会

町内会名 役職 氏　　名

南　条 原  ユキ子

十日市 木村理恵子

鹿　島 持田  恊子

赤　尾 寺沢由紀子

四日町 渡辺千賀子

荒　町 米山　紀子

家　近 副 部 長 持田  幸江

深　沢 副 部 長 横田  里美

小　島 江部紀代美

東　条 今井    徳

山　澗 高橋　秋野

大広田 村山　正子

旧広田 桑原登美子

山　本 五十嵐美智子

中　村 部 長 佐藤三枝子

鼻　岳 伊部  正子

岩之入 長原　文代

杉　平 西山  芳江

大角間 間島  美幸

峠黒川 江尻美紀子

交通安全協会　女性部

クラブ名 役職 会長氏名

南 条 壮 寿 会 清水　泰子

本 条 鹿 島 長 命会 会 長 五十嵐禮冶郎

北 条 寿 会 堀　　智昭

小 島 む つ み 会 庭山　清一

旧 広 田 友 和 会 村山　勝治

大 広 田 寿 ク ラブ 副 会 長 片桐　信市

山 澗 老 人 ク ラブ 五十嵐久一郎

岩之入老人親睦会 副 会 長 池田　俊明

北条老人クラブ連合会



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

北
条
小
学
校 

 
 
 

教
頭 

松
崎 

藤
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「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
、

交
差
点
に
響
き
ま
す
。
北
条
小

学
校
で
は
、
四
月
と
十
一
月
の

年
間
二
回
、「
さ
わ
や
か
あ
い
さ

つ
週
間
」
と
し
て
郵
便
局
交
差

点
前
と
児
童
玄
関
前
で
、
の
ぼ

り
を
持
っ
て
あ
い
さ
つ
の
呼
び

か
け
を
し
ま
す
。
あ
い
さ
つ
は
、

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
第
一
歩
で
す
。
子
ど
も
の
明

る
い
笑
顔
と
あ
い
さ
つ
で
、
元

気
を
も
ら
う
地
域
の
方
も
い
る

と
い
う
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。
今
後
も
、
北
条
地
区
を
元

気
に
す
る
た
め
に
、
中
学
校
と

連
携
し
て
続
け
て
い
き
ま
す
。

  

    
 

北
条
地
区
に
は
数
々
の
歴

史
・
文
化
・
史
跡
・
名
所
等
が

点
在
し
て
お
り
、
中
に
は
観
光

価
値
の
あ
る
も
の
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら

が
有
効
活
用
し
て
な
い
こ
と
が

課
題
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。 

 

教
育
振
興
室
で
は
２
０
０
９

年
度
に
「
北
条
毛
利
い
に
し
え

ロ
ー
ド
」
を
、
そ
し
て
２
０
１

０
年
度
に
は
「
長
鳥
い
に
し
え

ロ
ー
ド
」
を
創
出
し
、
併
せ
て

案
内
看
板
と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

製
作
し
ま
し
た
。 

こ
の
度
、
地
域
の
皆
さ
ま
に

は
二
枚
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
セ

ッ
ト
に
し
て
配
布
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

先
人
の
偉
業
と
遺
徳
が
北
条

の
歴
史
に
秘
め
ら
れ
て
お
り
、

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
北
条
を
誇

り
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。 

 
 

 

（
事
務
局
） 
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ま ち づ く り は 生 涯 学 習 か ら 

－ 5 月の行事予定 － 
 

総代会             ６日(金) １３：３０ 

民生委員会    １１日(水)  ９：３０ 

生花教室       １９日(木) １４：００～１６：００

かすりの会       ２４日(火)   ９：００～１５：３０

社交ダンス  ９・２３日(月) ２０：００～２１：００

茶道教室   １２・２６日(木) １３：００～１６：３０

水彩画教室  ４・１８日(水) １３：００～１５：００

カサブランカ合唱団毎週金曜日  １９：３０～２１：３０

三味線教室      毎週木曜日    ９：３０～１１：３０

習字教室    毎週水曜日 １６：００～２１：００

旧広田ソフトバレー毎週火曜日 １９：３０～２１：３０

卓球クラブ      毎週水曜日  １９：３０～２１：３０

待衣舞きたじょう毎週木曜日  １９：３０～２１：００

診療所からのお知らせ 
 

【診療日】 毎週月・火曜日のみ（祝日を除く） 

      午前～ 外来診療 

      午後～ 往診（午後３時まで） 
北条診療所 ２５－３２１５

   
・と  き      ５月２２日（日）小雨決行 
・受  付         ８：３０（追田林道入口） 
・安全祈願祭・開会式 ８：５０ 
・登山開始      ９：３０ 
・参 加 費      ２００円 
 
◆ 山頂にて豚汁サービスがあります。 
◆ 下山後、登山記念グッズや名産品のプレゼ 

ント・販売があります。 

－ 八石山山開き － 

◆北条小学校       （ ）前任地 

教頭     松崎 藤美（小千谷市立真人小学校）

講師     佐藤 春香  新規採用 

介助員    入澤 礼子  新規採用 

用務員   入澤 純一（柏崎市立米山小学校） 

給食配膳員 五十嵐宏子 新規採用 

〃   廣川久美子  新規採用 

 

◆北条中学校 

教諭     峯村 恵子（津南町立津南中学校） 

教諭     中野 祐輔（妙高市立妙高中学校） 

講師     柳澤 和康（柏崎市立東中学校） 

栄養士   村田千鶴子（柏崎市立南中学校） 

 

◆北条保育園 

園長    小山佐恵子（柏崎市立中通保育園） 

主任    山岸 照美（柏崎市立安田保育園） 

保育士   高橋  岬 新規採用 

調理員   荒川由香利（枇杷島共同調理場） 

北条郵便局交差点前での様子 

 
 

・と き  ６月１２日（日） 
・開会式  ９：００ 
・ところ  北条中学校グラウンド 
 

雨天の場合は中止します。 
詳細は後日配布のプログラムで 
お知らせします。 

－ 第３９回地区民親睦体育祭 － 




